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仲
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野焼きについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財政状況およ

び課題について 

  

廃棄物処理法で厳しく規制されている野焼きについ

て以下のとおり伺います。 

 

①野焼きに対する苦情、相談受理件数(市町村別直近 5

年)。 

 

②苦情、相談の主な内容。 

 

③野焼きに対して改善命令指導を行った件数(市町村

別直近５年)。 

 

④野焼きが原因の延焼火災によって出動した回数(市

町村別直近５年)。 

 

⑤農業における雑草の焼却について、本署の考え方。 

 

⑥野焼き禁止の周知、遵守について市町行政とどのよ

うな連携をとっているか。 

 

 消防予算は構成市町の財政状況に大きく左右されま

す。そんな中、災害の多様化・複雑化に加え、高齢化社

会への対応等、消防・救急需要は増加の一途であり、そ

れに見合う予算の確保及び業務の効率化が重要になっ

てきます。 

 以下伺います。 

 

①施設、資産等の老朽化への対応が今後の財政へどの

ような影響を及ぼすと考えるか。 

 

②財政調整基金についての考え方。 

 

③業務の効率化という点において取組むべき課題はあ

るか。 

④安定した持続可能な消防活動を推進する為にも、広

域化は有効だと考えるが広域化に対する本組合の考

え方。 
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１ 

番 

議 

員 

 

新

里 

 

嘉 

 

 

消防団員につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全国で約 85万人ともいわれる消防団員が活動されて

いるなか、当島尻消防組合でも 70名の団員が、防災活

動に従事されております。通常、他の職業に就きながら

の活動は、大変なご苦労だと思います。しかしながら、

その活動内容を市・町民が共有していない現状がうか

がえるので、今回は以下の３点を理解を深める意味で

質問させて頂きます。 

 

①消防団の活動状況について 

 

②団員の職業について 

 

③今後の課題について 

 ※現状の課題もあれば伺います 
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2 

番 

議 

員 

 

宮

平 

 

憲

二 

 

予算規則第５

条、第 6条につ

いて消防団員に

ついて 

 

 

予算規則第 3条

１項、2項につ

いて 

 

「市町村の消防

の広域化に関す

る基本指針」に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公務災害につい

て 

 

 

 予算規則第 6 条で「管理者が前条第 1 項の決済をし

たときは」とあるが、第 5 条第 1 項では「管理者の査

定」となっている。 

 文言は「決済」で統一すべきだと考えるが、見解を伺

います。 

 

予算規則第 3 条第 2 項の「予算編成方針」について

は、管理者の決済はいらないのか伺います。（第 5条、

第 6条と比較して） 

 

第 28次消防審議会の答申等を踏まえ、今般、基本指 

針を改正し、消防の広域化の推進期限を平成 30年４月

１日から平成 36年４月１日に延長されました。消防行

政の広域化及び連携・協力は広域の効率化、安心・安全

に極めて有効な手段であり、財政処置も有利になりま

す。そこで、伺います。 

 

①前回の推進期限が平成 30年４月１日の時、島尻消防

がどのように広域化についての対応をしたか伺いま

す。 

 

②今回、推進期限が延長され平成 36年４月１日までと

なっております。広域化についての対応及びスケジ

ュールを教えてください。 

 

島尻消防組合の業務は地域の命と財産を守る大事な

仕事です。しかしながら常に危険と緊張の連続で大変

な業務だと思います。そこで、平成２５年度～平成 29

年度に消防活動、救急活動における公務災害（車両事

故、職員の被災、メンタルによる休職）について確認し

ます。 

①交通事故の場合は車両がサイレン、回転灯が作動時

か否か、過失割合。 

 

②職員の被災の場合は活動名、原因及び休職日数 

 

③メンタルは人数（タイトルと関係なく全て）のみを教

えてください。 

※①②③共通事項は年度ごとの件数 

管

理

者 
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具志頭出張所の

建て替えについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

いたずら通報に

ついて 

 

  

八重瀬町の人口増加に伴い、当組合で一番の出動件

数（救急出動が年間 1400件余）と伺いました。施設の

状態、設備や、休憩所などの状況がかなり古く、また、

24 時間の勤務との事でもあるし、現場消防士の精神的

な負担が大きくモチベーション低下などが懸念される

が、地域の安心と安全を担っていることも踏まえて、建

て替え建設の進歩状況について伺います。 

 

 

 

報道等であるが、沖縄県・当組合の状況と対策につい

て伺います。 

 

 

署

長 


